



















































































































































































Control 0.40 0.42 0.74
EDTA 0.27 0.28 0.21
Fez+ 13.96 13.06 4.66














None 0.39±0.03 0.33±0.04 0.31±0.04
EDTA(lmM) 0.29±0.02 0.20±0.03 0.20±0.02
Fe2+(0.05mM)13.82±0.90 13.74±1.06 13.33±0.61





















































値 よりも高値 を示 した｡対照血清 もEDTAで
TBA値が低値となることからFe2+様因子の存在
によってTBA反応中に誘起されたTBA値を示
している可能性があり,酢酸酸性条件下の血清の
TBA値測定はその誘起因子量を反映しているの
かもしれず,さらに検討が要求される｡従って血
清のFe2+誘導過酸化脂質を測定する際にはブラ
ンクとしてEDTA-Fe2+存在下のTBA発色反応
が必要であり,この方法を用いることによって仔
牛血清でPBS(37℃)中でFe2+誘導脂質過酸化反
応が起こることが示された｡
3T3細胞でもミトコンドリア同様8)Fez+誘導反
応をEDTAで止めることにより脂質過酸化反応
曲線を究明できることが明らかとなった｡しかし,
細胞でも酢酸酸性条件でのTBA発色反応中に
Fe2+,EDTA効果は血清同様みられ,しか も
37℃,60分でFe2+0.05mMで誘起されたと考えら
れるTBA値(+EDTA)は,血清の場合と異なっ
て,対照細胞のTBA値より低値を示し,細胞には
TBA発色反応中に影響する誘起因子が多く含ま
れていると考えられ,EDTA添加TBA値での比
較が必要である｡実験によって細胞のTBA値,
Fe2+の誘導差がみられたが,増殖期の細胞とプラ
トー 期の細胞の差,更にはトリプシン処理の影響
が考えられ検討が必要である｡
培養液の組成分はその混在によって,TBA反
応後かなりの蛍光が示され,微量のTBA値の測
定はできなかった｡血清ではTBA反応に影響を
及ぼす爽雑物をリンタングステン酸沈澱物を用い
ることによって除く努力が払われている10)｡前報8)
でリンタングステン酸沈澱物とTCA-pptのFe2+効
果を検討したが,血清と同様のFe2+,EDTA効果
がTCA-pptではみられたが,リンタングステン
酸沈澱物では異なった効果が観察された｡血清と
TCA-pptのPBS-ppt,medium-pptを比較検討
した結果は,血清とTCA-pptのTBA値間では
有意の差が認められたが,PBS-pptとmedium-
pptでは各TBA値に差はみられず,Fe2+,EDTA
効果は血清と同傾向を示し,Fe2十誘導過酸化脂質
をみるにはTCA-pptが適していると考えられる｡
TCA-pptでもEDTA効果がみられることは,
TCA沈澱法によって血清中のTBA発色に影響
する因子が除かれるともに培養液中の爽雑物も取
り除かれるが,なおTBA発色反応中の誘導因子
は蛋白結合物として残存していることを示唆する｡
また,Fe2十誘導脂質過酸化反応がTCAによって
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停止できることから8)残存TCAがTBA発色反
応に影響を及ぼしていることも考えられる｡いず
れにしてもFe2+誘導脂質過酸化反応が酢酸酸性
下の本TBA法によってEDTAを用いることに
より測定できることが示されるとともに,本法は
過酸化脂質の絶対定量には更に考慮を必要とする
が,Fe2+が関与する相対的な量的変化の追求に使
用できることが示された｡
ま と め
培養細胞を実験材料にしてFe2+の細胞に対す
る影響を脂質過酸化反応面から究明するために,
細胞並びに培養液に付加される仔牛血清のFe2+
誘起の過酸化脂質が酢酸酸性条件下の蛍光法で測
定可能かどうかを検討した｡細胞及び血清におい
て,鉄キレー ト剤であるEDTAを添加してTBA
発色加熱反応を行うことによってFe2十誘起の過
酸化脂質の測定が可能であり,細胞及び血清にお
いて,PBS中でのFe2+誘導の脂質過酸化反応が
測定できることが示された｡培養液中の,本法で,
TBA値に影響を及ぼす爽雑因子はTCAによる
沈澱蛋白部分を用いることで除かれ,そのTCA
沈澱物がTBA発色反応におけるFe2+,EDTA効
果について血清と同じ傾向を示すことから,TCA
沈澱物で培養液中の血清過酸化脂質の相対的定量
ができることが示された｡
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